
楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

古い屏風を解体し、藍色の布で型染
めして新しく作り変えました。古い屏
風を解体するのが大変で教室の人たち
に手伝ってもらいました。とても助か
りました。

2010.５−８

短歌 井手川　勉さん
（新延本村）

大都市の狭き空間に座
を占めて己を保つ厳しさ
に、次第にドライになっ
ていく子の心に一抹の不
安を感じていたが、帰省
の子が庭の白梅の一輪に
つと手をのばし、その匂
いを嗅いでいるのを見て、
抒情を知る心のまだある
ことを知り、ほっと一安
心した思いを詠んでみま
した。

表装 古屋日出子さん
（室木）

大
都
市
を 

ド
ラ
イ
に
生
き
て

　

憚
は
ば
か

ら
ぬ 

子
が
白
梅
の
一
輪
を
嗅
ぐ  

龍田敏江さん
（木月）

桃の花が咲き、菜の花が咲き、木々
が新緑となり、人の心も癒されるよう
な静かな山里の風景を表現しました。
私自身もボケ防止と頑張っています。

ちぎり絵

鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
釣
り
の
楽
し
さ
を
通
し
た
親
子

ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
家
族
揃
っ
て
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

５
月
30
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら　

※
雨
天
の
場
合
は
６
月
13
日

（
日
）
に
延
期

●
と
こ
ろ　

鞍
手
総
合
プ
ー
ル
（
中
央
公
民
館
横
）

●
参
加
資
格　

小
学
生　

※
小
学
生
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

●
募
集
人
員　

30
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
中
央
公
民
館
窓
口
に
て
５
月
10
日
（
月
）
か
ら

５
月
20
日
（
木
）
ま
で

●
参
加
料　

無
料
（
保
険
は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
）、
道
具
は
主
催
者
側

で
準
備
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）

☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

今
年
も
開
催
し
ま
す

親
子
ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会

●
鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
役
場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権
班

福
岡
県
で
は
、
県
内
に
住
む
20
歳
以
上
65
歳
以
下
の

女
性
で
、
団
体
や
企
業
で
男
女
共
同
参
画
な
ど
に
関
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
女

性
海
外
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
研
修
国　

ド
イ
ツ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

●
研
修
期
間　

11
月
14
日
（
日
）
か
ら
21
日
（
日
）
ま
で　

●
募
集
人
員　

20
人
（
書
類
選
考
と
面
接
選
考
が
あ
り
ま
す
）

●
費
用　

25
万
円
程
度

●
申
し
込
み
期
限　

５
月
10
日
（
月
）
か
ら
31
日
（
月
）
ま
で

●
参
加
資
格　

公
務
員
や
学
生
、
過
去
に
同
じ
よ
う
な
派
遣
事
業
に
参
加

し
た
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権
班
ま
で

　

４
月
１

日
、
く
ら

じ
の
郷
に

於
い
て
鞍

手
童
謡
・ 

唱
歌
の
会
、

高
次
脳
機

能
障
害
者

の
会「
エ
ー

ル
」の
合
同

発
表
会
を

行
い
ま
し

た
。
多
く

の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
歌

は
も
ち
ろ
ん
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
オ

カ
リ
ナ
、
ギ
タ
ー
、
サ
ッ
ク
ス
、
琴
、

尺
八
な
ど
で
発
表
会
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
、
大
盛
況
で
し
た
。
来
場

者
の
方
か
ら
は
「
よ
か
っ
た
で
す
よ
。

思
わ
ず
涙
が
出
ま
し
た
」、「
楽
し
か
っ

た
。
懐
か
し
い
歌
ば
か
り
で
本
当
に

来
て
よ
か
っ
た
」
と
多
く
の
方
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
こ
と

ば
に
励
ま
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
来
賓
の

方
を
は
じ
め
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

音
響
機
器

お
ひ
ろ
め
コ
ン
サ
ー
ト
の

報
告
と
お
礼

●
鞍
手
童
謡
・
唱
歌
の
会

   

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
会
「
エ
ー
ル
」



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸リフォーム
初めて主人の作務衣を作りました。休
日には、これを着てのんびり過ごしても
らいたいですね。

時間をかけて作ったため、知恵と
努力の詰まった作品に仕上がりまし
た。玄関先をほどよく照らしてくれ
ます。これからも物づくりの夢を追
い続け頑張ります。

９−2010.５

髙鍋清美さん
（大池）

口輪野美智子さん
（弥生）

Relay Essay

映
画『
凛
と
し
て
愛
』の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
一
緒

に
見
て
い
た
小
三
の
次
男
が
「
僕
は
天
皇

の
た
め
に
死
ぬ
の
は
変
な
気
持
ち
が
す

る
。」
と
言
い
出
し
た
。「
で
は
、
家
族
を

守
る
た
め
な
ら
？
」「
そ
れ
な
ら
…
…
。」

「
天
皇
陛
下
は
国
民
の
父
親
み
た
い
な
も

の
だ
か
ら
、
自
分
の
家
族
を
含
め
た
国
民

全
体
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の

か
な
？
」「
そ
う
だ
ね
ー
…
…
。」
と
半
ば

納
得
し
な
が
ら
も
「
や
っ
ぱ
り
僕
は
変
な

気
持
ち
が
す
る
。」
と
言
う
。

素
直
な
反
応
だ
と
思
う
。
他
人
の
た
め

に
命
を
差
し
出
す
と
い
う
の
は
尋
常
の

事
で
は
な
い
。
今
の
日
本
人
に
は
理
解
し

難
い
事
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
国
の
た

め
に
命
を
捧
げ
た
人
は
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
。
理
解
で
き
な
い
か
ら
と
無
関
心

に
捨
て
置
い
て
は
い
け
な
い
。
ま
し
て
や

貶
め
た
り
哀
れ
ん
だ
り
は
も
っ
て
の
ほ

か
で
あ
る
。

江
戸
時
代
ま
で
に
穏
や
か
で
幸
多
き
平

和
な
社
会
を
作
り
上
げ
た
日
本
の
、
明
治

維
新
以
来
列
強
の
圧
力
を
跳
ね
返
す
べ

く
民
主
的
な
近
代
国
家
を
作
り
上
げ
た

日
本
の
、
大
東
亜
戦
争
敗
北
後
一
心
不
乱

に
働
き
世
界
有
数
の
経
済
大
国
を
作
り

上
げ
た
日
本
の
、
そ
の
国
民
の
父
祖
が

と
っ
た
行
動
に
対
し
敬
意
を
持
っ
て
理

解
に
努
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

私
は
、
英
霊
に
対
し
深
い
敬
意
を
持
つ

と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
伝
え
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
先
祖
を
敬
い
自
分
の
国

に
誇
り
を
持
っ
た
人
間
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
い
子
供
を
育
て
て
い
る
。
次
に
見

る
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
物
色
を
始
め
た
次

男
が
ひ
と
時
と
は
い
え
英
霊
の
心
に
思

い
を
は
せ
た
こ
と
を
も
っ
て
今
日
は
満

足
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

次
回
は
、
加
藤
心
一
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
原　

誠
さ
ん
（
弥
生
・
45
歳
）

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。
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平成22 年度 中央公民館自主サークル
● 中央公民館自主サークルの皆さん

中央公民館では、さまざまなサークルが生涯学習活動
を行っています。興味がある人はご連絡ください。一緒
に集い、学びあい、ともだちづくりをしましょう。
● 問い合わせ　中央公民館☎４２局７２００番まで

№ サークル名 活動日

1 アロハ・フラ鞍手Ⅰ 第１・２・３月曜日

2 リフォーム教室 第１・２・３月曜日

3 和敬会（茶道Ｂ） 第１・３月曜日

4 鞍手絵本を読む会 第４月曜日

5 琴由利会 第１・３月曜日

6 アロハ・フラ鞍手Ⅱ 第１・２・３月曜日

7 歌を楽しむ会 第１・３・４月曜日

８ 木彫教室 第１・３火曜

９ いずみ読書会 第２火曜日

10 鞍陶会（陶芸教室） 毎週火・金曜日

11 和紙ちぎり絵教室 第１・３水曜日

12 一般書道 第１・３水曜日

13 舞踊教室 第１・２・３水曜日

14 押花教室Ａ 第２・４水曜日

15 装友会（表装） 第１・３・４木曜日

16 絵画教室 第１・３・４土曜日

17 押花教室Ｂ 第１・３木曜日

18 木洩れ日俳句会 第２・４木曜日

19 どれみの会（コーラス） 第１・２・３金曜日

20 茶道Ａ（表千家） 第２・４金曜日

21 手編み教室 第１・２・３金曜日

22 華染房の集い 第２・４土曜日

23 くらじ短歌会 第１金曜日

24 楽しい社交ダンス教室 第１・２・３火曜日

25 鞍手太極拳クラブ 第１・２・４金曜日

26 和紙人形教室 第１・３火曜日


